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１．英国のリテラシー政策

英国の読書促進活動を概観する前に，その背景にあ

るリテラシー政策について少々触れておきたい。とい

うのは，「読み」と「読書」の間に境界をひくことが

難しいのと同様に，読書促進活動という場合にも，リ

テラシー向上のための活動と本の世界の楽しさを伝え

る活動との区切りが難しいように思われるからである。

英国では1988年の教育改革法によって，全国共通カ

リキュラム(National Curriculum)が導入され，リテ

ラシーの水準を向上させることに力が注がれてきた

（CA1241参照）。

1996年には11歳児の57％が，1997年には63％がその

年齢の英語能力の標準に達していないという状況のな

かで，1996年5月にリテラシーに関する調査委員会が

設置され，リテラシーの水準を高める方策が検討され

た。1997年2月にその予備調査結果『読みの革命(A

Reading Revolution: how we can help every child

to read well)』が発表され，1997年9月に最終報告

『リテラシー政策の実施(The Implementation of the

National Literacy Strategy)』が発表された。

これによりリテラシー政策(National Literacy Strate-

gy)の基礎として，1998年9月から英国のすべての初等

学校において「リテラシーの時間(literacy hour)」の

実施が義務づけられた。

リテラシーの時間は，例えば次のように4段階で行

うように説明されている。 1 学習の目的を明らかに

し，クラス全体で読む・書く練習。15分。 2 クラス

全体で文字・文の練習。15分。 3 グループか個人で

読む・書く，あるいは文字・文の練習。約20分。 4

クラス全体で学習活動を振り返り，何を学んだかを生

徒自身が説明する。約10分。

具体的には，例えば「バーミンガム市内の学校では

毎週6～7時間，月曜から金曜まで毎日，各1時間から1

時間半程度･･･全員で読み（リーディング），書き取り

（ライティング）をし，ストーリーを作り，そして全

体で話し合うという形で進められる。リスニング，リー

ディング，ライティングとスピーキングのスキル（技

能）を含み，具体的にはスペリング，文法，文字の手

書き，創作，フォニックスなどの方法を用いているよ

うである。フォニックスとは，音声を重視した文字の

学習方法である。」（１）

また，リテラシー政策を支援するために1998年9月

～1999 年 8 月 が 英国 読 書年 (National Year of

Reading: NYR）とされ（CA1354参照），多くのキャ

ンペーンがなされた。そのなかには，１日に20分間保

護者が子どもに本を読んでやったり，子どもが本を読

むのを聞いてやったりすることの奨励もあった（２）。

以上のような国家のリテラシー政策と並行して，各

種組織・団体の協力によって多くの読書促進活動が展

開されている。これらの活動は，英国リテラシー・ト

ラスト(National Literacy Trust: NLT)のウェブペー

ジによって概観し検索することができる。

このウェブページ（３）では，読書促進活動を， 1 対

象(乳幼児期，初等学校期，中等学校期，16～25歳，

成人，60歳代以上，特別なニーズをもつ者，コミュニ

ティ，男性と少年)， 2 主催者（刑務所，連携・協力

によるもの，産業界，ボランティア，図書館，芸術団

体，保健分野のもの）， 3 開催地域(全国的，地域)と

いう観点から検索することができる。この観点(分類)

をみるだけでも実に多様な活動が展開されていること

がわかる。このページには他に，主要な促進活動とし

て9つをあげそのページにリンクを張り，また，検索

のために3つのデータベースへのリンクを提供してい

る。
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以下に，読書促進活動の主な例をみていこう。

２．ブックトラストの活動

1926年設立のブックトラスト(Booktrust, 旧称：

National Book League)は，年齢や文化的背景に関わ

らず，すべての読者が本を見出し本を楽しむことを推

進する，つまり本と人をつなぐことを目的とした教育

基金団体である。

2つのサイトによる情報提供のほか，国内向けに電

話による情報サービスを行っている。本，出版者，作

家，著作権所有者などに関わることについて，毎年7

万件以上の質問が，書店，図書館，出版者，リテラシー

団体，TV・映画会社，新聞社などから寄せられると

いう。

ブックトラストはまた，機関誌のBooktrusted

News (年４回)や青少年のためのペーパーバックの小

説の推薦リスト 100 Best Books (年刊)等を出版した

り，国籍に関わらず女性によって英語で書かれた優秀

な小説に与えられるオレンジ賞(Orange Prize for

Fiction)，児童向けの小説や詩の優秀作品に与えられ

るスマーティ賞(Smarties Book Prize)などの賞を出

したり，書店や作家，出版者，図書館等の関連団体が

参加している全国図書委員会(National Book Commit-

tee)の設立(1974年)を働きかけ事務局を担当したり，

児童図書週間(Children's Book Week,10月第１週)を

開催したりしており，英国における図書・出版関連の

傘下機関といえる。

わが国でもよく知られている「ブックスタート

(Bookstart)」はブックトラストによって1992年に始

められたもので，世界で初めての赤ちゃんのための本

を扱った全国的プログラムである。英国のすべての赤

ちゃんに本や資料の入ったブックスタートパックが渡

される。

このほか，プロの作家を学校に招いて話を聞いたり

する「Writing Together」など，ブックトラストの

サイトには進行中のプロジェクトが5つ挙げられてい

る。

３．英国リテラシー・トラスト（NLT）の活動

1993年設立のNLTは，リテラシーのスキルや自信，

喜びを享受できるような社会を創造するために，自主

的・戦略的・実践的な貢献をすることを目的とした団

体で，次のような読書促進活動を行っている。

1 英国読書キャンペーン（National Reading Campaign）

教育・訓練省(Department for Education and

Skills)の依頼によって，英国読書年の成功に基づいて

1999年から始められた。父親や兄弟，サッカー選手や

消防士などの男性や少年が読書チャンピオンとして，

自らの読書への情熱や読書体験を語るなどして，読書

促進を図る「読書チャンピオン(Reading Champions)」

や，職場などで本を交換することを推奨する「本の交

換(Swap a Book)」などの活動や，他の組織との協働

プロジェクトを推進している。

2 読書は基本(Reading Is Fundamental,UK)イニシアチブ

英国では1996年に設立。0～19歳の青少年に本を選

択し保有する機会を無償で提供し，読書の楽しみや，

本の選択の重要性，家庭に本があることの恩恵を普及

するリテラシー・プロジェクトを行っている(CA1241

参照)。

現在，300以上のプロジェクトが進行中であり，こ

れまでに51万冊以上の本が17万人以上の子供たちに手

渡された。就学前児の言語やリテラシー支援のための

実際的な知識や方法を両親に伝えるプロジェクト

(Shared Beginnings)や，図書館訪問，読書援助ボラ

ンティア，読書クラブなど初等・中等学校で行われる

各種プロジェクトや，サッカークラブや刑務所などの

地域の機関との連携によるプロジェクトが行われてい

る。プロジェクトの規模により参加者は4～450人と幅

があるが，各プロジェクトからは平均70人の子どもた

ちが恩恵を得ている。

3 リーディング･ザ･ゲーム(Reading The Game)イニシアチブ

2002年9月に開始。サッカークラブと協力し，サッ

カーに対する関心を利用して，リテラシーと生涯学習

を促進するもの。

以上のほかNLTのイニシアチブには，中等学校の

支援ネットワークを作って，生徒と成人のリテラシー

能力を高めようとする「Reading Connects」や，す

べての子どもが豊かな言葉の環境で人生のスタートが

切れるように両親に働きかける「Talk To Your Baby

キャンペーン」（2003年開始）がある。また，英国読

書協会らとの協力によって，学習機会を逸した成人に

基本スキルを高め読書・学習の窓口として図書館を利

用する「Vital Linkプロジェクト」を2001年から行っ

ているなど，他機関との共同プロジェクトも多い。

４.英国読書協会の活動

英国読書協会（The Reading Agency）は，2002年

7月に3つの既存の機関(LaunchPad, The Reading

Partnership, Well Worth Reading)の合併によって

設立された(E017参照)。読書は人生を豊かにする無限

の可能性をもっており，人々に本をもたらす最も民主

的な手段は図書館であるという理念に基づいている。

主要な図書館ネットワークと緊密に協力しており，美
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術館や図書館の関連団体や政府機関から資金援助され

ているという。

この協会の活動として第一に挙げられるのは，「夏

休み読書チャレンジ(Summer Reading Challenge)」

である。図書館関連団体やブックス・フォー・スチュー

デント（Books for Students：BfS），児童書出版者

の協力により行われる子ども（4～11才）の全国的読

書促進活動の最大のもので，毎年テーマが決められ夏

休みに公共図書館で実施される。毎年50万人の子ども

たちが参加する。

2003年のテーマは「読書の迷路(Reading Maze)」

で，読書の旅においてわくわくするような多くの可能

性と著者との思わぬ出会いが用意されている。国民の

ネットワーク(the People's Network, CA1394, E054

参照)との連携により，子どもたちは，「読書の迷路」

のサイトから自分のペースで写真やオーディオ，ビデ

オの情報をとおして新しい読書体験を探求することが

できる。サイトから著者を訪ねることもできる。2003

年の読書チャレンジは，「本とITとの融合」なのであ

る。

2002年には3,500の地域の図書館が参加したが，199

9年のプロジェクト開始以来，毎年3万人以上の子ども

達が図書館に新しく登録するという成果があった（４）。

そのほか，2001年７月に開始された「ブックス・コ

ネクト(Books Connect)」がある。本や読書をとおし

て公共図書館と芸術家，博物館との活発な協働を図る

プロジェクトである。創作，パフォーマンスとビジュ

アルアート，ストーリーテリング，ダンス，工作，写

真撮影などの実践が行われ，その実践例データベース

や協力関係構築のツールキットが開発された。2003年

4月から第2段階が始まっている。

以上のほか，このサイトでは，20余りのプロジェク

トが紹介されている。

５．その他の組織による活動

1 ビッグ･リード(The BBC's The Big Read)プロジェクト

BBCが，NLT(英国読書キャンペーン)と協力し，テ

レビ，ラジオ，オンラインなどにより2003年に行うフィ

クションの人気投票プロジェクト。

3月にPRを開始し，4月に著名人が好きな本につい

て語る番組などがあり，視聴者からお気に入りの本を

推薦してもらう。4月末にトップ100が，秋にトップ10

が発表され，年末に最終投票によってベストワンが決

定される予定。

2 おはなし袋(Storysacks)プロジェクト

おはなし袋とは，絵本のほかに読書を促すための指

人形やおもちゃ，録音テープなどを入れた大きな布の

袋のことである。子どもや保護者が家庭でこれを楽し

んだり，学校のリテラシーの時間に利用されたりして

いる。読書を促進し，リテラシー能力を高めることが

目的である。袋は，保護者やボランティアが作るほか

市販のものもある。このプロジェクトは，ほとんどす

べての地方教育当局に普及しており，基本技能協会

(Basic Skills Agency)によって支援されている。

3 読書回復(Reading Recovery)プログラム

英国ではロンドン大学教育研究所が1990年に開始。

読み書きの困難な6歳児に，学校教育の補助として毎

日30分間，訓練を受けた教師が教える。個々の子ども

に即したプログラムが実施されるが，何冊かの本を読

みストーリーを書くという方法は共通している。

６．読書促進活動への基盤的支援

(1)英国図書館・情報専門家協会(CILIP)の報告書

上述のNLTのサイトでは，図書館が行う読書促進

活動が，一般的なもの，男性・少年対象のもの，学校

と関連したもの，若者対象のものなどに分類されてい

る。

こうした公共図書館の活動を方向づけているものの

ひとつに，1995年に図書館情報サービス評議会(Libra

ry and Information Services Council)が発表した報

告書『子どもへの投資 (Investing in Children)』があ

る。過去数年間に行われた活動，すなわちブックスター

トやホームワーク・クラブ，スタディ・サポート，夏

休み読書活動のアイデアは，この報告書の中に現われ

ていたという（５）。

2001年秋に，英国図書館協会の青少年図書館委員会

（Youth Libraries Committee）は，再び図書館サー

ビスの検討の必要性を認め，図書館員，リテラシー団

体，著者，出版者，政府の代表から構成される調査委

員会を設置した。

この調査報告書が，CILIPによって2002年10月に発

表された。この報告書『スタート・ウィズ・ザ・チャ

イルド（Start with the Child：E019参照）』には次

のことが勧告されている（６）。

○図書館は青少年に対する活動のために，市場調査的

手法を用いるべきである。

○例えば「夏休み読書チャレンジ」，「ブックスタート」，

スタディ・サポートやホームワーク・クラブのような

活動は，プロジェクトではなく，すべての図書館当局

によって提供されるべきコアサービスとし，政府から

資金が提供されるべきである。

○若い図書館利用者にとってサービスを魅力あるもの

カレントアウェアネス NO.276（2003.6）

17



とし，そうしたサービスを提供するために，情報通信

技術(ICT)が創造的に用いられなければならない。

○ますます多くの施設を利用するようになる14歳以上

の生徒たちを支援するために，図書館とユースサービ

ス，児童保護機関との間や，学校と成人教育を行う図

書館との間での協力・連携を強めるべきである。

(2)国民のネットワークの整備（７）

このネットワークは，英国のすべての公共図書館の

すべての利用者にインターネットアクセスを提供する

もので，2002年末までに英国の4,488の図書館・分館

のうち4,000以上がこのネットワークに接続された（CA

1394参照）。

2003年の「夏休み読書チャレンジ」が，本とITを

融合したものとして展開できるのは，国民のネットワー

クが整備されたからである。

ITを利用するために初めて図書館を訪れた人々の

40％が図書館に登録し，貸出しがわずかだが伸びてい

るという。また，図書館利用者は「みんなの選ぶ本大

賞（WHSmith People's Choice Book Awards）」へ

オンラインで投票ができるようになった。このように，

ネットワークというインフラ整備が，読書促進の要因

のひとつとなっている。

(3)情報・資料の共有

ブックトラストやNLTなどのサイトには，実践例

や研究の成果，統計，ニュース等，多種多様な情報が

多量に提供されている。これらは，読書促進活動を進

めたりPRしたり，自己学習をしたりするために非常

に有用な情報である。

(4)道具の共有

CILIPは，上述の報告書の説明用としてパワーポイ

ントによるプレゼンテーション用ファイルをウェブ上

に公表している。英国読書協会では，例えば，「読書

の未来（Their Reading Futures）」プロジェクトの

一環として，児童図書館員のための新しい訓練用教材

やテーマを作成しており，また，ポスターやステッカー，

ポストカード，旗，書架用飾り，雑誌，ハンドブック，

プログラム例など，各種の道具を開発し販売している。

以上の(3)(4)のように，個人で探索・入手の難しい

情報がウェブ上で簡単に収集でき，個人で準備するに

は時間的・能力的に制約のある資料や道具などが，ウェ

ブ上で入手できたり注文できたりすることは，活動に

携わる者や関心のある者，研究者などにとってどんな

に便利であろうか。活動にとって共通に必要なものが

このように一括して作成されたら，どんなに効率的に

効果的に活動が展開できることであろうか。また，活

動に携わる人々の質を高めるための訓練用のものも種々

に用意されている。読書促進活動は，共通に必要なも

の・ことに共同あるいは集中的に開発にあたり，成果

を共有して効率的・効果的に展開すべきことを，わが

国は学ぶべきである。

また英国では，わが国のような「子ども読書年」で

はなく「英国読書年」であったことにも注目しておき

たい。社会的背景が異なるとはいえ，子どもに限定せ

ずに，生涯をとおして読者として成長するように人々

に働きかけることが重要であろう。

（島根県立島根女子短期大学：堀
ほり

川
かわ

照
てる

代
よ
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１．はじめに

シンガポールの公共図書館は，現在，目覚しく変化

している。20年以上にわたる情報政策の中で図書館は，

国民の知的水準を高める役割を担い，知的情報センター

として確たる地位を築きつつある。インテリジェント・

アイランド化政策の中で，図書館は，どのような位置

を占め，どのようなグランド・ビジョンをもって変化

しているのだろうか。

２．シンガポールの情報政策

シンガポールは，マレー半島の最南端にある，赤道

直下の小さな島である。マレーシアとインドネシアに

囲まれたシンガポールは，総面積約650平方キロメー

トル，日本の淡路島とほぼ同じ面積を占める。人口約

400万人のうち，77％が中国系，14％がマレー系，8％

がインド系という，複合民族国家である。公用語は，

英語，マレー語，中国語，タミル語である。国語はマ

レー語とされているが，行政用語は英語とされており，

実際は英語が共通語となりつつある。マレー国家に囲

まれながらの華人国家であるという特徴は，シンガポー

ルの国家形成に大きな影響を与えてきた。

1965年，マレーシア連邦から分離したシンガポール

共和国は，リー・クアンユーのリーダーシップの下，

政府主導型の経済成長を遂げた。天然資源に乏しいシ

ンガポールは，電気，ガス，工業用水，コンピュータ・

ネットワーク等インフラを整備し，東南アジア地域で

の有利な立地条件を活かして，交通，貿易，金融，さ

らには情報のハブとしての役割を確立してきた。

1980年，情報政策を経済発展の要と位置付けた国家

コンピュータ計画が開始され，1981年には国家コンピュー

タ委員会（National Computer Board）が設置され

た。1986年，国家情報技術計画（National IT Plan）

が発表され，ITに関する人材の育成，ITに対する意

識の向上，ITインフラの整備，ITアプリケーション

の開発，IT産業の振興を柱として，IT整備が推進さ

れた。1992年には，シンガポールのITマスタープラ

ンであるIT2000が，2001年には国家情報通信技術計

画（ICT21）が発表され，情報化政策が推し進められ

ている。

このような政府主導型の情報政策の下，図書館は，

情報化社会における重要な機関として位置付けられて

いる。1992年6月，Library2000検討委員会が発足し，

100人以上の図書館員と国家コンピュータ委員会の職

員によって，次世代の図書館サービスのあり方につい

て検討が行われた。こうして1994年3月5日に発表され

たのが，"Library2000"である(CA1136参照)。この報

告書では，図書館を情報化社会における知識データベー

スと位置付けるものであり，情報化促進の手段として

図書館の活用を図ろうというものであった。1995年に

は，国立図書館委員会（National Library Board :

NLB）が設置され，国立図書館および公共図書館シ

ステムの包括的管理と運営を行っている。

Library2000では下記6つの戦略の下，図書館のシ

ステム改革が推進されている。

1) 順応性のある公共図書館システムの構築

2) ボーダレスな図書館ネットワークの整備

3) 調整されたナショナル・コレクションの形成

4) マーケット指向の良質なサービスの提供

5) ビジネスやコミュニティとの共生関係の構築

6) グローバルな知識ハブとしての役割の確立

以下，情報政策に裏打ちされたシンガポールの図書

館の現状を概観したい。

３．グランド・デザインとしての図書館システム

Library2000をまとめるにあたり，当時のシンガポー

ルの図書館事情について調査が行われたが，結果は思

わしいものではなかった。公共図書館は，20万人に１

館の割合で設置されており，これは1990年に欧州文化

都市（European Culture City）（注１）に選ばれたグラ

スゴーの6万5千人に１館という割合に比べると，不十

分といわざるをえない。また，図書館の利用状況も芳

しいものではなく，過去１年間に公共図書館を訪れた

ことがあるのは，人口のわずか12％であった。さらに，

シンガポール人が１年間に読む図書は，16.5冊であり，

これは米国の3分の1であるという調査結果も明らかに

なった。人的資源を最大の武器とするシンガポールに

とって，国民の知的水準の向上は，国際競争に打ち勝

つための必須要件である。こうしてシンガポールが目

指す学習国家（a learning nation）に向けて，公共

図書館システムの大規模な見直しが行われることとなっ

た。

Library2000では，新しい公共図書館システムとし

て，公共図書館を3階層に分け，それぞれの設置目的
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